
平成 1 8 年 度静岡大学技術報告会 参加 報告

福永千 住 己( 工 学 部 技 術 部 計 測 ･ 情 報 シ ス テ ム グ ル ー プ)

平 成 1 8 年 1 2 月 2 1 日 に 静 岡 大 学 大 谷 キ ャ ン パ ス で 開 催され た ､
｢ 平成 1 8 年 度 静 岡 大

学技 術 報 告 会｣ - 参加 した ｡ こ の 報 告 会 - は 平成 1 3 年 より三 重 大 学 工 学 部 技 術 部と相 互

交 流 を行 っ て おり､ 今 回 は 福 永 千 住 己 が聴 講 参加 を行 っ た ｡

静 岡 大 学 の 技 術 報 告 会 は ､ 学 内 の 技 術 組 織 の 連 携 により全 学規 模 で 開 催され て い る ｡ ま

た ､ キ ャ ン パ ス が静 岡( 東 部 地 区) と浜 松( 西 部 地 区) に 分 か れ て い るため ､
各 地 区 交 互 に 開 催

され て い る ｡ 今 回 は ､ 静 岡( 大 谷) キャ ン パ ス の 共 通 教 育 A 棟 3 0 1 教 室 に て 開 催 され 参 加 者

は
､
約 5 0 名 で あっ た｡

今 回 の 技 術 報 告 会 で は 技 術 報 告 9 件( 合 名 古 屋 工 業 大 学 1 件) ､ 研 修 報 告 4 件( 参 加 研

修 の 報 告) 及 び
､
総 合 討 論 会 が 行 われ た｡

プ ロ グラム

技 術 報 告

1 . 農 学 部 セ ク ハ ラ防止 講 演 会 開 催 報 告

2 . 電 子 掲 示 板 ､ 電 子 文 書 管 理 シ ス テ ム 導入 の 6 年 間

3 . 電子 回 路 シ ュ ミレ
ー タによる回 路設 計

4 . 静 岡 県 指 定 文 化 財( 建 築 物) 静 居 寺 開 山 堂 樹 種 調 査 報 告

5 . 局 所 排 気 装 置 の 検 査 者 養 成と設 備 の
一

括 管 理

6 . 名 工 大 にお ける地 震 防 災 訓 練 および 学 生 動 向調 査 の 実 施 報 告

7 . 高温 用 放 射 温 度 計 の 製 作と熱 放 射 実 験 の 教 材 化

8 . 静 岡 大 学 の 放 射 線 施 設 の 作 業環 境 測 定

9 . ホ ットウォ ー ル 法 による I n A s S b 結 晶 成 長 の た め の ア ン プ ル 作 製

研 修 報 告

1 0 . 工 学 部 技 術 部 学 内 研 修 一 創 造 教 育 実 習 用 コ ン テ ストテ
ー

マ の 検 討 と実施 -

1 1 . E D S 分 析 標 準 コ
ー

ス 講 習 会

1 2 . 局 所 排 気 装 置 の メン テ ナ ン ス 技 術 向 上 と検 査 者 養 成 - の 支援

1 3 . 情 報 発 信 の ため の P H P X P o s t g r e S Q L 研 修

こ の 報 告 会 に 参 加 す ることに より様 々 な学 部 の 業 務 に 対 す る技 術 職 員 の 取 り組 み 方 の 違 い

を ､ また ､ 総 合討 論 会 に お い て は ､ 静 岡 大 学 の
一

つ の 大 学 で 東 部 ･ 西 部 2 地 区 に 分 か れ るこ

とによる技 術 職 員 の 置 か れて い る環 境 の 違 い などの 詰 も聞くことが で きた ｡
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